ろったり して ひるすぎに なると い つも 出て 行って いた 

のです。 ゴ ー シュ がう ちへ 入って あかり をつ ける と 

さっきの 黒い 包み を あけました。 それ は 何でもない。 

あの 夕方の ごつごつした セ 口でした。 ゴ ー シ ュ は それ 

を 床の 上に そっと 置く と、 いきなり 棚から コップ を 

と つ て バケツの 水 を ごくごくの みました。 

それから 頭 を 一 つ ふって 椅子へ かける とまるで 虎み 

いきお い 

たいな 勢 で ひるの 譜を 弾き はじめました。 譜を めく 

りながら 弾いて は 考え 考えて は 弾き 一 生けん 命し まい 

まで 行く とまた はじめから なんべ ん もなん ベ ん もごう 

) J う) ，1 うごう 弾きつ づけました。 



夜中 もとう に すぎ てし まい はもう じぶんが 弾いて い 

るの かも わからない ようにな つ て 顔 もまつ 赤に なり 眼 

ものすご 

もまる で 血走つ て とても 物凄い 顔つきに なり いまにも 

L こ お 

倒れる かと 思うよう に 見えました。 

そのと き 誰かう しろの 扉 を とんとんと 叩く ものが あ 

りました。 

さけ 

「ホ— シュ君 かご ゴ— シュ はね ぼけた ように 叫び ま 

した。 ところが すうと 扉 を 押して はいって 来たの はい 

ままで 五六べ ん見 たことの ある 大きな 三毛猫でした。 

ゴ— シ ュ の 畑から とった 半分 熟した トマト を さも 重 

そうに 持って来て ゴ— シ ュ の 前にお ろして 云いました _ 



おろして わらいました。 

のねずみ 

すると 野鼠のお 母さん は 泣き だしてし まいました。 

「ああ この 児 はどうせ 病気に なるなら も つ と 早く なれ 

ばよ かった。 さつ きま であれ 位 > ^ う ^ ^ うと 鳴ら してお 

いでに なった のに、 病気になる といつ しょに ぴ たっと 

音が とまつ てもう あと はいくら おねがいしても 鳴らし 

てくだ さらない なんて。 何て ふしあわせな 子ども だろ 

うご 

さけ 

ゴ— シ ュ はび つくりして 叫びました。 

「何 だと、 ぼくが セロを 弾けば み みずく や 兎の 病気が 

なおる と。 どういう わけ だ。 それ は。」 



「な あんだ、 これでい いの かご ゴ ー シュは セロを まげ 

て孔 のと ころに 手 を あてて 待つ て いましたら 間もなく 

こどもの ねずみが 出て きました。 ゴ— シュ は、 だまつ 

て それ をお ろして やりました。 見る とすつ かり 目 をつ 

，力 つ て 、ペる 、ハ る、 <;! る、 <1 る、 ベる えて ヽ，' ました 

「どうだった の。 いい かい。 気分 は ご 

こどもの ねずみ はすこし もへ んじ もしないで まだし 

ば らく 眼 を つぶった ままぶ る ぶ る ぶ るぶ るふる えてい 

ましたが にわかに 起き あが つ て 走り だした。 

「ああよ くな つたんだ。 ありがとう ございます。 あり 

がとう ございま すご お つかさん のねずみ もい つし よ 
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